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平
成
1

9
年
度
新
規
指
定
・
登
録
文
化
財
の
紹
介

平
成
2
0
年
1
月
2
8
日
、
練
馬
区
文
化
財

保
護
条
例
に
基
づ
き
、
新
た
に
「
内
田
家
の

屋
敷
林
」
「
旧
内
田
家
住
宅
」
を
指
定
し
、
「
愛

染
院
文
書
」
な
ど
7
件
を
登
録
文
化
財
と
し

ま
し
た
。
指
定
、
登
録
文
化
財
は
学
識
経
験

者
で
構
成
さ
れ
る
練
馬
区
文
化
財
保
護
審
議

会
の
意
見
に
基
づ
き
、
所
有
者
の
同
意
を
得

て
教
育
委
員
会
で
決
定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
で
区
の
登
録
文
化
財
は
有
形
文
化
財

9
4
件
、
無
形
文
化
財
2
件
、
有
形
民
俗
文
化

財
3
6
件
、
無
形
民
俗
文
化
財
2
5
件
、
史
跡
1
4

件
、
名
勝
1
件
、
天
然
記
念
物
9
件
の
合

計
1
8
1
件
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
と
く
に

重
要
な
も
の
4
0
件
が
指
定
文
化
財
で
す
。

生
活
環
境
の
変
化
に
と
も
な
っ
て
伝
統
的

な
風
俗
・
慣
習
の
衰
退
が
進
む
な
か
、
文
化

遺
産
を
守
り
伝
え
て
い
く
こ
と
は
、
地
域
文

化
の
創
造
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
こ
と
で
す
。

練
馬
区
で
は
こ
れ
か
ら
も
文
化
財
の
保
護
・

活
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
　
所
有
者
　
個
人

●
　
所
在
地
　
早
宮
3
丁
目

ケ
ヤ
キ
、
シ
ラ
カ
シ
、
ム
ク
ノ
キ
、
エ
ノ

キ
な
ど
、
高
さ
2
m
以
上
の
樹
木
が
3
0
0
株
あ

ま
り
生
育
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
の
農
家
に

見
ら
れ
た
防
風
、
日
除
け
の
た
め
の
屋
敷
林

と
、
農
用
林
と
し
て
の
雑
木
林
の
形
態
が
保

た
れ
て
い
ま
す
。

●
　
所
有
者
　
個
人

●
　
所
在
地
　
中
村
3
丁
目

明
治
2
0
年
代
初
め
に
建
て
ら
れ
た
、
か
や

ぶ
き
屋
根
の
住
宅
で
す
。
座
敷
な
ど
を
田
の

字
形
に
配
置
し
、
北
西
に
一
部
屋
を
追
加
し

た
角
屋
　
（
つ
の
や
）
　
形
式
の
典
型
的
な
住
宅

で
す
。
現
在
は
解
体
さ
れ
、
部
材
な
ど
が
保

管
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
所
有
者
宗
教
法
人
愛
染
院

●
所
在
地
春
日
町
4
－
1

7

愛
染
院
に
伝
わ
る
6

7
点
の
文
書
群
で
、

徳
川
将
軍
家
が
愛
染
院
に
与
え
た
朱
印
状

や
そ
の
関
係
文
書
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。

朱
印
状
は
、
愛
染
院
の
寺
領
と
同
寺
が
管
理

し
た
若
宮
八
幡
（
現
八
幡
神
社
、
高
松
1
－

1
6
）
の
社
領
を
安
堵
し
た
も
の
で
、
慶
安
2

年
（
一
六
四
九
）
の
徳
川
家
光
朱
印
状
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

解体前の様子

文
化
財
を
ご
覧
に
な
る
と
き
は
、
所
有
…

者
や
周
囲
の
方
々
の
迷
惑
と
な
ら
な
い
…

よ
う
ご
配
慮
く
だ
さ
い
。
ま
た
公
開
さ
れ
…

て
い
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
…

…
意
く
だ
さ
い
。
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輿

井

頭

伊

賀

衆

奉

金

乗

院

関 相 本 小 丸 干 閻 妙 三 長 石 練 長 井 井 井 北 御 鶴 氷 豊 下 下 尾 妙 春 長 服 大 中 町 北 南 小

名

称

内　 田 の 原 寿 美 山 川 魔 福 宝 命 憧 馬 享　 ロ　 ロ　 ロ 町 府 の 川　 島 練 練 崎 福 目　命 部 八 里　 田 条 蔵 島

田　 家 渡

御

の か 家 院 濃 東 家 ・ 寺 寺 寺 七 東 二 家 家 家 聖　 内 舞 神 氏 馬 馬 遺 寺 町 寺 半 車 の 家 氏 院 家

家 の ヤ 御 ん 薬 の 英 遺 文 十 の　 の　 の　 面 小 年 文 文 文 観 井 社 奉 の　 の 跡 文 出 仁 蔵 富 文 康 鐘 文

住 屋 行 ナ 納 朱

印

状

か 医 み 男 跡 書 王 梵 梵 梵 六 学 の 書 書 書 音 村 富 納 富 大 出 書 土 王 奉 士 書 印 楼 書
宅 敷

林

列 ギ の ん 門 く　 家 出　　 像 鐘 鐘 鐘 観 校 申 座 方 士　 の 土 山 土 の　 門 納 塚　　 判 門

図 水

盤

鳥

居

地 じ　 文 土　　 と 立
日 の 待 像 旧 塚 石 塚 道 Fコロロ

壷　　 の 状

絵 蔵 道 書 の　　 檀 勢 フ 板 記 燈 道 形　　 仁

馬 具 木 撃
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【コロロ
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道

し
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ジ 碑 籠 標 土　 王

器　 像

平　 平 平 平 昭 平 昭　 平 平　 平 平　 平　 昭 昭　 昭　 昭　 昭 平　 昭　 平　 平　 平 昭　 平 平　 平　 昭 平　 平 平　 平 平　 平　 昭 昭　 昭　 昭　 昭 昭　 昭 登
成　 成 成 成

元

年
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年

度
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40　39　38　37　36　35　34　33 32　31 30　29　28　27 26　25　24　23　22　21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10　9　 8　　　 7　 6　 5 4　 3　 2　 1 Ih

御 阿 土 紙 絹 紙 下 宮 尾 金 縄 新 横 相 尾 ＊2 春 妙 加 長 伊 町 氷 闇 角 氷 榎 氷 南 小 妙 牛 双　　 石 畳 服 ＊1 北 三 長

名

称

所

府 弥 支 本 本 本 練　 田 張 銅 文 井 山 原 張 旧　 日　福 藤 命 賀　 田 川 魔 桂 川 本 川 蔵 島 福 若 蝶　　 睡 島 部 長 条 宝 命

内　 陀 田 墨 着 着 馬 橋 殿 製 時 家 家 家 殿 震 町 寺 家 寺 衆 家 神 ・ 型 神 家 神 院 家 寺 丸 　々　 七 氏 半 享 氏 寺 寺

井 寺 八 画 色 色 の 敷 鷹 飾 代 文 文 薬 鷹 災 出 文 文 仁 奉 文 社 十 水 社 長 社 鐘 文 の ・ 曲　　 面 奉 蔵 二 康 の　 の

村 の 幡 淡 明　 以 大 石 場 具 の 善 書 医 場 復 土 善 書 王 納 書 の 王 盤 の 屋 の 楼 書 梵 弁 輪　　 六 納 奉 年 印 梵 梵

方 半 宮 彩 里 天 山 供 碑　　 竹　　　　 門 碑 興 の　　　　 門 の　　 狛 像　　 水 門　 旧　 門 鐘 慶　 目　　 観 の 納 の 判 鐘 鐘
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記　　 半 里 普 清 道 塔 ＝】

郷 郷 郷 桜 高 田

設 形 盤　　　　 檀　　　　　 殿 絵 図 道 勢 燈 仁 待

鐘 宗 像 像 標 住 土 撃 馬 絵　 し 至 籠 王 板

竿 宅 器 鳥　 睡

居

馬　 る　　　 像 碑

像 へ

平 練 土 桜 桜 桜 北 高 大 （ 郷 南 土 高 大 東 氷 大 氷 石 南 豊 中 郷 南 高 高　　 中 石 高 （ 石 石 高

和 馬 支 台 台 台 町 松 土 土 土 台 野 柄 泉 解 土 大 支 野 泉 大 川 泉 川 神　 田　 玉 村 土 大 野 野　　 村 神 松 欠 神 神 野

台 1 軋 ′6　 6　 6 1 2 資 資 資　 3　台　 5 町 除 資 泉　 田　 台 町 泉 台 町 台 井 中 南 1 資 泉 台 台　　 3　井　 3 番 井 井 台
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丁 44 l 20 20 20 25　3 重 宝 室　 目　丁　 目 l　 室 l T l l T l l 】 1 T l 15 室 】 l l　 l1 1 19 1 1 1 在
目　阿 28 廣 廉 廉 （ （ 目 16　　　　 6　 日 10 15　日 47 24 47 1 日 15 南 （ 6 10 10　　 良 l 御 l l lO 地

弥 土 徳 徳 徳 沓 座； 大　　　　 妙　　 長 氷　　 氷　　 氷 18　　 氷 蔵 所 妙 長 長　　 弁 18 嶽 16 15 長
　　　　　 日 日
個 陀 支 寺 寺 寺 理 理

人 個 人 泉　　　 福 個 命 川 個 川　 学 川 氷 個 川 院 有 福 命 命 管 塚 氷 神 道 三 命 所
人 寺 田　　　　 者 者 人 第　　　 寺 人 寺 神 入 神 院 神 川　 入 神 者 寺 寺 寺 理　 川 社　　者　 神 場 宝 寺 有

八 社　　 社　　 社 神　　 社 寺 寺 者

幡　　　　　 練 練 小 社 個　　　　　 ）　　 社 等
宮　　　　 馬 馬 学 人　　　　 南

区 区 校 蔵 ．

院

練
馬
区
指
定
文
化
財
一
覧

練
馬
区
登
録
文
化
財
一
覧

（
有
形
文
化
財
）

平成17年度 平成16年度 平成15年度 14 平成13年度 12 平成11年度 平成10年度 平成 9 年度 平成 8 年度 平成 7 年度 平成 6 年度 平成5年度 4 3

83　82　81 80　79　78　77 76　75　74 73 72　71 70 69 68　67　66 6 5　　 64　63 62　6 1 60　59 58　57　56　55　54 53　52　5 1 50 49　48　47　46 45　44 43 4 2 41

関 愛 織 千 丸 小 栗 木 石 小 相 広 子 石 中 八 橘 絹 長　　 北 八 千 明 本 氷 中 丸 金 阿 西 高 小 井 三 武 井 石 相 比 井 増 荘 尾
口　染 部 川　 山 竹 原 下 神 林 原 川　 ノ　神 野 ケ 紋 本 谷　　 町 幡 川　 里 寿 ノl 宮　 山 乗 弥 大 稲 美　 口　宝 蔵　 口　製 原 丘　 口　島 家 崎

家 院 燈 上 東 達 家 家 井 家 好 松 聖 井 屋 谷 椿 着 川　　 の 神 家 宗 院 神 遼 東 院 陀 泉 荷 濃 家 寺 関 家 絵 正 尼 家 家 文 遣

文 の 籠 水 遺 跡 文 文 酉 住 士
仁コ

五 観 城 商 戸 JL 色 家　　 仁 社 文 普 の 社 跡 遺 御 寺 の 遮 英 文 山 遺 文 馬 太 構 文 薬 量
目

郷

跡

書 梵 の 跡 出 書 書 尋 宅 家 郎 世 跡 店 通 帳 釈 文　　 王 の 書 の 賽 の 出 跡 朱 の 稲 跡 男 書 門 跡 書　　 郎 遺 書 医 出
鐘

土 春 高

記 方 土 常 文 関 音 出 文 跡 柄 迦 書　　 像 本 墨 銭 神 土 出 印 伏 荷 出 家 出　　　 家 跡　　 門 土

線 形 の 小 書

田

係 碑 土 書

郷

出 鏡 十 殿

春 北 中

跡 箱 輿

郷 桜 早 豊

の 土 状 せ 神 土 文 土　　　 住 出 ［］日日

春

フ 周 大 学 資　　 小 土　　 六 小 の　　 鉦 社 の 書 の　　　　 宅 土
イ 構 珠 校 料 刀

練 貫 郷

の　　 善 型 木　　　　 本 旧 大 の
ル 墓 の 大　　 神 壷 製　　　 殿 石 型 旧
ム　出 リ 形　　 像 形 品 器 槍 石

土 郷 郷 郷 1 桜 把 石 去 郷 讐 慧 芙 大 関 石 彗 関 南 春 器 関 谷

支　 日　松 郷 品 土 土 土 ド 台 柄 馬 井 土 土 喜 芸 誓 日　　 町 村 土 台 宮 玉 郷 泉 町 神 形 町 田 目 町 原 土 日

田　町　 3 土　　 資 資 資 オ 5 5 4　 5　資 資 町 （ 2　南 資　 6　 2　南 土 ・l l 泉 土 学 南 井 石 北 中 町 郷 北　 3 資 町
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T l 目

17
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重 義
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円

重 文 5 1
羞 1l9 芸

丁 理 38 1

日　 北 2

室 20 26 【

廣 本 15

土 料 金 44 l

壱 室 乗 阿 1

料 町 T l

室 2 日 1

T l T

14

資 丁　 目 室 1

12
目

愛 個

資

料
個 個 個 光

者
） 町 八 徳 寿 氷 資

料　 院 弥 稲
T　　 15 郷 日　 日

土　 稲

料 目

室　 個
所

尾

崎 春
個 染 人 室 郷 人 人 入 院 禅 徳 個 北 観 幡 寺 院 ノl 室　　　 陀 荷 目　個 三 資 個 荷 個 個 人 有 遺 日
入 院 土 郷 定 寺 人 町 音 神 神 寺 神 人 宝 科 人 神 人 人 者 跡 小

資

料

室

土 院

資

料
室

二 堂 社

丁

目

町
会

社 社 個　 寺

人

室　　 社

個

人

資 学

料 校

展

示
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平成 19年度 平成18年度 平成17年度

96　95　　　94　　 93　92　91 90 89　88　　　87 86　85　84
大 愛　　 下　　 光 十 八　旧 関　田　　 中 千 束 内
泉 染　　 練　　 伝 一 幡 内 東 中　　 村 川 早 国
井 院　　 馬　　 寺 面 神　田 大 家　　 南 上 淵 勧
頭 文　　 の　　 の 観 社 家 震 の　　 遺 水 遺 業
遺 書　　 三　　 地 音 の 住 災 種　　 跡 調 跡 博
跡　　　 十　　 蔵 懸 水 宅 犠 子　　 第 査 出 覧
出　　　　 三　　 菩 仏 盤 牲 屋　　 2 ア 土 会
土　　　 所　　 薩 者 資　　 地 ／レ　の　襲
の　　　 観　　 立 慰 料　　 点 バ 局 状
有　　　 音　　 像 霊　　　　 5 ム 部
墓 雷 汽 芸 琵 至 琵 是 毘 碑 詰 空 言 畳 芸 警

付 町 台 像 台 び 台 南 3 警 手 荒 霊 玉 石 資
土 4　3　　 3 閻 3　3 丁 上 斧 料
器 I l l 魔 I l 目 l 目重 出 武 1　 室

17 24　 24 十 24　2 19　　　 土 蔵 l 郷
警 霊 芝　 芸 豪 農 益 票 円 個　 土

明 人　 器
学 26 土
園　 資

姿 院 寺　 寺　 寺 神 院 記　　 料
料　　　　　　　　　 社 念　　 室
室 室

机
有
形
民
俗
文
化
財
－
1
9
へ
種
別
変
更
の
た
め
欠
番

紹
平
成
‖
年
8
月
3
1
日
移
転
に
よ
り
登
録
解
除

（
有
形
民
俗
文
化
財
）

平成18年度 16 13 平成12年度 平成11年度 10 9 8

36　　　 35 34　33 32　31 30　29　28 27　26　25　24 23 22 21 20

御　　 八 高 林 大 二 江 神 谷 丸 斎 醤 井 棒 昌 織 石

嶽　　 幡 松 稲 氷 十 古 輿 原 彫 藤 油 戸 屋 士 部 睡

講　　 神 の 荷 川　三 田 渡 延 聖 水 醸 替 資 講 燈 六
奉　　 社 板 神 の 夜 の 御 命 観 車 遣 え 料

郷

巡 籠 面

納　　 の 碑 社 力 待 富 行 地 音 用 業 用 拝 六

の　　 石 型　 の 石 供 士 列 蔵 立 具 用　具 装
束

郷

地
水　　 造 庚 庚 養 講 図 像　　 具 蔵

石 石

盤　　 大 申　申 塔

氷 下

関 絵 廻

山 塔 塔

高 豊

係 馬 国

不 資 供

動 料 養

富 高 明 水 谷 塔 南 郷 郷

士 松 王 松　玉 川　石 小 川 原 田　土 土 土 土 神 神
見 1 像 1 北 台 神 竹 台 1 旭 中 資 資 資 資 井 井
台 】 T l 4　井 町 4 【町 1 科 料 料 料 町 町

3 16 目 1　7 l 6

47 L

1 l 17

l 47 地

2 丁 重 室

【 目

室 室 5　5
l 八 l l

42 幡 個 林 氷 1 59 氷 先 9 19 19
稲 神 人 稲 川　天 浅 川 稲 個 禅 禅

荷 社 荷 神 祖 間 神 荷 人 定 定

神 神 社 神 神 社 神 院 院

社 社 社 社 社

平成16年度 平成15年度 平成14年度 5

26　25　24 23　22　21 20 19 18 17 16 15

上 北　 白 谷 富 春 貫 大 南 石 田 中

石 町　 山 原 土　 日　井 山　田 神 柄 里
神 嚇 神 t難 見 町 嚇 講 中 井 嚇 嚇

井 子 社 子 台 囁 子 灯 嚇 台 子 子

中

嚇　 【難 嚇 子 籠 子 嚇

子 子

上 北 白

子

谷 富 春 貫

立 子

て
行

事

南 石 田

石 町　山 原 土　 日　井 向　田 神 柄 里

神 職 神 嚇 見 町 嚇 三 中 井 嚇 嚇

井 子 社 子 台 輝 子 （ 谷 嚇 台 子 子
嚇 保 嚇 保 嚇 子 保 下 大 子 嚇 保 連

子 存 子 存 子 連 存 石 山 保 子 存
連 会 連 会 保 （ 会 神 講 存 連 会 大

中 （ （

（ 北 練

（ 存 春 （

谷 会 目 貫

．∠ゝ 泉

町井　 京

1 （ 石 田上 町 馬 原 （ 町 井 南 神 柄 地

石 地 地 ・ 宮 地 ・ 2　　 田 井 地 域
神 域 域 高 士 域 高 丁　 中 台 域
井 ） ） 野 見 ） 松 目　 地 地 ）

地 台 台　　 地 地　 域 域

域 地 地　　 域 域
域 域　 ）

哺
北
町
1
丁
目
内
田
安
太
郎
・
平
成
7
年
7
月
3
1
日
死
亡
に
よ
り
登
録
解
除

（
中
〓
聯
）

（
無
形
文
化
財
）

平成7年度 6 5 平成4年度 3 2 平成元年度 昭和63年度 昭和62年度 昭和61年度

18 17 16 15 14 13 12 11 10　9 8　　　 7 6　5 4　　　 3 19　　　 2　1

力 本 丸 金 僧 高 水 文 沢 氷 下　　 狐 関 大 弥　　 北 長　　 中 江

持 寿 彫 乗 形 松 ノl 応 庵 ノl 練　　 の の　八 陀　　 町 享　　 里 古

ち 院 ＝l三日 院 馬 の 神 プロ潰 神 馬　　 大 か 車 三　　 聖 二　　 の　田
惣 の 面 の 頭 庚 社 年 製 社 の　　 根 ん 尊　　 観 年　　 富 の

兵 み 金 → 観 中　の の 造 富 富　　 取 か 来　　 音 の　　 士 富
衝　 く 剛 石 音 塔 力 弥 用　 土 土　　 り ん 迎　　 座 申　　 塚 士

の　 じ 庚 六 石

高 豊

陀 具 塚

郷 北

塚　　 入 地 画　　 像 待　　　　 塚

馬 道 申 地 板 れ 蔵

関 郷

像 板
大 頭 具

泉 観

塔 蔵 碑 図

絵

板

碑

碑

学 音 早 下 錦 早 石 北 西 馬 管 北 郷　　 大 ′ト
園　　 宮 石 2　宮 松 玉 神 土 町 町 大 町 土 石 理 町 土 （ 泉 竹

町　　 2 神 l 2 2　南 井 資　 8 2　泉 東 資 神 者　 2 資 所 1 町
2　 1 伊 井 4 1 （ l 2 ムロ

料 l l 3 （ 1 料 井 ） l 料 有 l l
l　 26 保　 5 金 26 管　 3 l 1 室 22 4 1 1 管 l 重 台 北 38 室 者 44 l

27　　 本 ケ l 乗 本 理　 15 l 氷 浅 13 理 18 1 町 北 ） 富 59

地　　 寿 谷　 7 院 寿 者　　 氷 16 ノl 間 諏 者 l 二 町 中 土 浅

先　　 院 戸 l 院 ）　　 ノ1 道 神 神 訪 15 丁 観 里 浅　 間

庚 11 練　　 神 場 社 社 神 三　 日　音 富 間 神

個 申　地 馬　　 社 寺 社 宝 宝 町 堂 士 神 社

人 講 先 区 寺 寺 会 講 社

棉
高
野
台
3
丁
目
土
方
吉
雄
・
平
成
6
年
9
月
1
4
日
死
亡
に
よ
り
登
録
解
除

嗅
関
町
南
3
丁
目
井
口
平
蔵
・
平
成
7
年
5
月
2
1
日
死
亡
に
よ
り
登
録
解
除

璃
高
松
1
丁
目
鹿
島
佐
平
・
平
成
1
0
年
6
月
2
6
日
死
亡
に
よ
り
登
録
解
除

（
無
形
民
俗
文
化
財
）

平成 4 年度 平成 3 年度 2 平成元年度 63

14 13 12　　 11　　 10 9　 8　7　6 5 4　　　 3　2 1

ち　ち　ち　　 神　　 鶴 関 谷 谷 ＊6 中 石　　 八 開 探

が　が　が　　 輿　　 の 町 原 原 ち 村 神　　 丁 の 湯

や や や　　 渡　　 舞 噺 の の が 嚇 井　　 堀 ぼ の
馬 馬 馬　　 御 子 麦 餅 や 子

中

嚇　　 三 ろ 儀

中

飾 飾 飾　　 の ボ 鴇 馬 子　　 吉 市

り　 り　り　　 御 ウ　き 飾 嚇

供 チ 唄　 り 子
道 関 唄 石　 八
中 町 村 神 丁

　 歌

北 東 北 氷 氷 氷 水

輝

子
連 高 高 （

嚇

子
連

井 堀

町 三
嚇 吉 関

町 大 町 川 川 川 ノl ／へ 野 野 解 子 嚇　　 町 村
1 泉 1 神 台 神 台 関 台 台 除 中 連 子　　 北 3
i 5 1 社 4 社 4 町　 3　3 村 （ 保　　 4 （ l

24 l 22 宮 l 宮 l 地 l 】 地 石 存　 l 保　 8
山 40 内 宿 47 宿 47 域 37 37 域 神 会　 16 持 御

口　加 田 鶴 氷 鶴 氷 増 増 井 （　　 本 者 嶽

勝 藤 和 の 川　 の ノl 島　島 町 旭　　 立 ） 神

男 義 助 舞 神 舞 神 兼 兼 地 町　　 寺 神 社

雄　　 保 社 保 社 士 士
ロ　ロ

域 地　　 門 田
存　　 存 ） 域　　 前 定
∠ゝ　　 ∠ゝ
てこく　　 ‾二三 男

18 16 平成14年度 8 7 フt 昭和63年度

14 13 12 11 10 9 8 7　　　 6　5　4　3　2　 1

観 園 田 河

柄 野

千

川

田 旧
大

千　 乗 池 尾 池 小 東

川　 原 淵 崎 永 野 高蔵 浮 柄
院 法 用 鎮 家 用 泉 上　　 遺 遺 遣 道 蘭 野

の 師 水 平 の 水 村 水　　 跡 跡 跡 雲　 山　山
筆 塚

春

日
町

跡 筆 墓

北

記 役 跡　　 の　　　 墓 墓 奥

子 子 念 場 竪　　　　　　　 之

碑

南

碑

石 春

碑

田
柄

4

跡

大

穴　 院
住

居

跡

関 氷 石 春 練 練 高

田 神　 目 町 泉

学

町　　 川 神　 目　馬 馬 野

中 井 町 2 南　　 台 井 町　 4　4　台

4 5 台　 3 l 】 園
町

2 城 1 町 5 1 【 3

】 】 8 l 18 27 i 北 l 5 1 27 27 l

15
観

蔵

院

35 弓　2 阿 天
祖

2 4 中　 7 l 12 受 迎 10

練

馬

丁 央 13 練 用 接 長

日 公　 練 馬 院 院 命
宗 … 警

有 憩

／＼
陀 神 2

区 堂

個

社 大 他 園　 馬 区 ・　 寺

泉 内　　 区　 個

者　 い 中 東 ・　　　　 人

） の

個 莞

人 練 島 京 東
馬 公 都 京

人 区 園 都

3

牧
野
記
念
庭
園
　
　
　
　
　
東
大
泉
6
－
3
4
練
馬
底

（
天
然
記
念
物
）

17 16 10 6 平成3年度 平成元年度 63

9 8 7 6 5　　　 4 3　2 1

土

支

開

進

光

伝

練

馬
東

小
学

校

の

フ
ジ

春

日

内　 八

田　 の

カ 井

タ 頭
練

馬
田 第 寺 家　　 釜 ク　の 白
八 ・一 の の　　　 の リ　ヤ 山
幡
宮

小
学

校

の
ク

ス
ノ
キ

早
宮

コ 屋　　 湧 群 ナ 神
ウ 敷　　 き 落 ギ

大 東

社

の
社
叢

土
支

田

ヤ

マ
キ

氷

林 水

早 東

の
大

ケ

ヤ

キ

練ノl 宮　　 大 泉 大

ム［コ町

1

3　　 泉 町 泉 馬
4 3 丁　　 2 1　7 4
‡ 2 l l 目　 l 【 l 1

28
土
支

田

l 24 30
練

馬

区
教

27 6　34 2

1 光
伝

寺

個　　 八 清 大 白

開
進

第

小
学
校

人 （ の （ 水 泉 山
所 釜 所 山 井 神

八 有 憩 有 憩 頭 社
幡 ココく円

委
員

∠ゝ
フ三

者 い 者 い 公

宮 ＼J　の ）　 の　園
個 森 個 森

人 人
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八
三
〇
）
に
願
主
1
1
名
に
よ
り
造
立
さ
れ
ま

●
　
所
有
者
　
宗
教
法
人
　
光
伝
寺

●
　
所
在
地
　
氷
川
台
3
－
2
4

地
域
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
道
立
さ
れ
た

木
造
の
仏
像
群
で
す
。
地
蔵
菩
薩
立
像
1
躯

は
、
正
徳
5
年
（
一
七
一
五
）
に
4
6
名
が
施

主
と
な
り
造
立
さ
れ
ま
し
た
。

闇
魔
十
王
像
は
、
十
王
・
倶
生
神
　
（
ぐ
し

ょ
う
し
ん
）
　
（
阿
形
・
畔
形
）
・
奪
衣
婆
（
だ

つ
え
ば
）
・
鬼
卒
（
き
そ
つ
）
　
（
阿
形
・
畔
形
）

の
1
5
躯
と
檀
肇
睡
（
だ
ん
だ
と
う
）
・
天
秤

の
2
基
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
十
王
と

倶
生
神
は
正
徳
4
年
（
一
七
一
四
）
　
に
造
立

さ
れ
、
そ
の
他
も
同
時
期
に
造
立
さ
れ
た
も

の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

奪衣婆　　　地蔵菩薩立像

●
所
有
者
宗
教
法
人
光
伝
寺

●
所
在
地
氷
川
台
3
－
2
4

三
十
三
所
観
音
を
一
堂
に
集
め
て
造
立
さ

れ
た
3
3
躯
の
仏
像
群
で
す
。
木
造
で
、
1
躯

は
高
さ
2
6
・
6
皿
、
3
2
躯
は
高
さ
9
・2
c
m
～
1
3
・

O

C
m
で
す
。
技
法
や
作
風
か
ら
江
戸
時
代
の
道

立
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
か
つ
て
は
下
練
馬
村

観
音
山
と
い
わ
れ
た
地
域
（
羽
沢
3
丁
目
付

近
）
に
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

●
所
有
者
宗
教
法
人
光
伝
寺

●
所
在
地
氷
川
台
3
－
2
4

銅
造
で
、
台
座
ま
で
一
材
で
造
ら
れ
て
い

ま
す
。
高
さ
は
1
1
・
8
c
m
で
、
前
面
だ
け
を
あ
ら

わ
し
、
背
面
は
造
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
や
や

細
身
で
均
整
が
と
れ
た
姿
、
張
り
を
強
調
し

た
頬
骨
や
少
し
角
ぼ
っ
た
顎
を
持
つ
顔
、
厚

み
の
あ
る
脚
に
鎌
倉
時
代
の
懸
仏
の
特
色
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
た
。
正
面
の

卍
紋
は
、
江
戸

時
代
に
八
幡
神

社
の
西
側
に
あ

っ
た
西
光
寺
と

れ　名　の
ま　残　神
す　と　仏
○　伝　習

え　合
ら　の

●
　
所
有
者
　
練
馬
区

●
　
所
在
地
　
石
神
井
図
書
館
地
階

郷
土
資
料
室

平
成
1

7
年
に
発
掘
調
査
し
た
大
泉
井
頭

遺
跡
（
東
大
泉
7
丁
目
）
か
ら
出
土
し
た
縄

文
時
代
後
期
（
約
四
〇
〇
〇
年
前
）
の
土
器

で
す
。
完
形
で
、
口
径
1
4
皿
、
器
高
9
c
m
の

●
所
有
者
宗
教
法
人
八
幡
神
社

●
所
在
地
中
村
南
3
－
2

正
面
に
卍
（
ま
ん
じ
）
紋
が
浮
き
彫
り
さ

れ
て
い
る
石
造
の
水
盤
で
す
。
高
さ
6
8
c
m
、

幅
1
0
9
c
m
、
奥
行
き
4
5
・

5
皿
で
、
文
政
1
3
年
（
一

童
形
の
土
器
で
す
。

胴
部
に
径
5
m
の

孔
が
巡
り
、
円
形

と
1
字
の
モ
チ
ー

フ
が
付
さ
れ
て
い

ま
す
。
区
内
で
出

土
し
た
珍
し
い
有

孔
錆
付
土
器
で
す
。

4


